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みなさん、こんにちは。 

今日は、業務紹介第７弾として、官庁営繕分野のうち設備系の業務内容を、大臣官房 官庁営繕部設

備・環境課岡係長（入省４年目）より語ってもらいました！ 

 
岡係長（入省４年目） 

職場での写真（東京タワーが見えます） 

 

１． 官庁営繕分野（設備系）の業務の国交省における役割を教えてください。 

官庁営繕部では、庁舎や税務署、文化施設など、全国に数千施設ある国家機関の施設の整備

や保全等を行っています。有名どころでは、首相官邸や国立西洋美術館等、身近なところでは、

ハローワークや税務署といった、幅広い建物の整備・保全等に関わっています。 

こういった施設の整備では、建築担当・電気設備担当・機械設備担当の三者の存在が必要不

可欠です。特に電気設備・機械設備では、建物の電気設備（照明、自家発電設備、通信設備等）

や機械設備（空調・トイレ・エレベーター等）に関する設計・施工・運用管理のための助言、

施策の企画・立案、地方自治体にも幅広く利用されている技術的な基準の整備等を行っていま

す。 

 

２．現在の目玉施策を教えてください。 

 人口減少社会を迎えている中、建築分野においても働き手が減少しており、働き方改革や生

産性の向上について求められています。営繕部でも生産性の向上のために、様々な取り組みを

行っており、近年では、設計図面・施工図面を３次元化（BIM と呼ばれています）することに

よって、様々な情報を一つのデータ（３次元モデル）で管理できるようにするための取り組み

を進めています。中でも、空調改修工事等では、実際に BIM を試行して設備機器類の納まりや

干渉のチェック、スペースの確認などを行っています。 

 

３．ご自身が担当されている業務内容について教えてください。 

 建物の電気設備に関する技術基準類の改定作業や、より良い施設整備に向けた調査・検討に

用いるための予算の要求、要求した予算の執行（業務発注等）を行っています。 
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４． 苦労する点や、やりがいについて教えてください。 

 技術基準類の改定では、自分の作成したものが地方自治体にまで広く利用される可能性があ

り、メーカーや設計者にも影響があるため、一文を変えるのにも、参考文献を調査し、専門の

方を呼んでヒアリングを行う等、多くの時間を要し、更には各方面からの改定意見にも対応す

る必要があり、大変苦労します。一方で、今後、自分の関わった技術基準類が世の中に出回り、

それを基とした建物が設計・施工されていくことを想像すると、とてもわくわくしています。 

 

５． 国土交通省を目指す方へのメッセージをお願いします。 

 国土交通省の仕事は、皆さんが街に出られて目にするものそのものです。官庁施設だけでな

く、鉄道があり、空港があり、川があり、ダムがあり、上げればきりがありませんが、そうい

ったもの全てに国土交通省が関与しています。だからこそ、やれることも多いですし、結果が

形として見えやすい、そういった魅力があると思います。 

 国土交通省の業務に興味を持っていただいた方は、是非、採用関係イベント等に参加してい

ただき、より詳しい業務内容を聞いてみてください。きっと興味を惹かれる分野があるはずで

す。 

 

 
霞ヶ関界隈の合同庁舎の航空写真 


